
　4月1日付けで豊浦町国民健康保険病院に髙橋
誠副院長が就任されました。
　髙橋副院長は、高知県のご出身で、高校生のと
きに、当時高知県は全国で3番目に無医地区が多
い状況で人の役に立てる仕事に就きたいと思い、
栃木県の自治医科大学に進学されました。大学卒
業後は、高知県の地方人口5,000人の中核病院や
人口400人の離島で10年間勤務され、雪への憧れ
もあり、北海道で働いてみようと思い北海道に来
られ17年になります。北海道では、浜頓別町→根
室市→阿寒町→白老町→南幌町、今回豊浦町に赴
任されました。
　副院長は、「診療の中では、その地域で育ち、暮
らしている方の健康問題に対して、応援できるよ
うな関わりができるお手伝いができればと思っ
ています。積極的な治療は後方病院や専門病院が
いいと思いますが、日常での健康問題は、地元で
声をかけやすい病院がいいのではと思っていま
す。豊浦町で唯一の病院ですし、町民の皆様が「無
くしてはならない病院と考えている」と聞いてお
ります。そういう病院で、豊浦町民の皆様のお役
に立てればと思っていますので、何か気になる場
面があれば、ご相談していただければと思ってい
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたしま
す。」と話していました。
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　4月16日付けで、豊浦町副町長に須田歩氏（前
北海道建設部総務課長補佐）が就任されました。
副町長の人選については、村井町長が北海道に職
員の派遣を要請し、議会の同意を得て選任されま
した。
　須田副町長は、十勝清水町の出身で、高校卒業
まで同町で過ごし、札幌大学卒業後北海道庁に入
庁されました。これまで、北海道開発局出向、北海
道議会議事課、十勝総合振興局総務課、建設部道
路課などで勤務されました。
　副町長は、「地方自治体の取り巻く環境は、コロ
ナ禍の対応や急速に進む人口減少、超高齢化社会
の到来、頻発化や激甚化する大規模自然災害の対
応など深刻な状況となっています。
　豊浦町を取り巻く社会情勢では機会とリスク
を見極め町長の補佐役として、また職員とも一体
となり、効果的な政策の企画立案、事務事業の円
滑な推進に全力で取り組んで参ります。
　町民の皆様、議員の皆様のご指導、お力添えを
賜りますようお願いいたします。」と就任のあい
さつをしました。
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